
菅楯彦「金剛暮雲」とその時代

米田文孝

1 はじめに

近代の大阪画壇を代表する日本画家のひと り

で、没後50年展の開催をはじめ、近年再評価さ

れつつある菅楯彦は多作で知られる。しかし、

太平洋戦争で焼失したり所在不明であったりす

る作品も多く、その作品を全体的に把握・集成

することは難しい。これには、祖父（蝠龍）．

父（盛南）．叔父（泰民）・妻（美記子）たちの

伝記・遺稿集『三茎ー卿』が楯彦の厳密な校正

や用紙不足もあり、 1941年末に頓挫したことな

ど、同時代的な年譜類がないこともその確認を

困難にしている要因であろう。

楯彦の作品は、作風の変遷から大きくその制

作年代を類推できるが、本紙や共箱に干支を記

した作品や、展示会図録・目録などの同時代資

料で照合できる作品を除き、その断定は困難で

ある。とくに、太平洋戦争前後における楯彦の

画業は、史資料の制限も影響して把握が難しい。

このような状況下、 1942(昭和17)年11月27日

（金）-29日（日）の3日間、大阪高島屋美術部で

菅楯彦の小作品展が開催され、そこに出品・販

売された作品（「金剛暮雲」）を 1点確認できた

ので紹介する。

なお、楯彦の作品には、「萬歳」「中元踏歌」

をはじめ、同名同エの作品が散見されることか
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写真1 「金剛暮雲」

写真2 「金剛春雲」 の姓名印と関防印（原寸）

ら、その特定は必ずしも容易ではないが、今回

紹介する「金剛暮雲」は作品の特徴や関連史料

の比較などから、この小作品展に出品されたも

のである と推断できる。

2. 「金剛暮雲」について

まず、「金剛暮雲」をみてお くと、横幅の本

紙は紙本淡彩で51.8cm(縦）x60.5cm (横）、

軸先は象牙様模造品である（写真 1)。本紙上

には、姓名印の朱文方印「菅楯彦印」（没五十

年展図録印譜集姓名印No.31、1937年以降）と、

関防印の白文方印「従善如流」（同図録印譜集

関防印No.17、1939年以降）・白文方印「大哉

業突」（同図録印譜集関防印No.18、1932年以降）

の落款がある（写真2)。姓名印と関防印の使

用開始年代は、本作品の制作時期を1942年と措

定することに矛盾を生じない。

楯彦は作品にしばしば詩や歌などの画讃を加

えるが、本作品にも本紙の右側に、「南朝枯木

鎖寒罪五百春性（原漠詩では六百春秋）一夢非

幾度問天天不答金剛山下暮雲蹄録淡琴翁詩」

と記され、菊池海荘（揆琴）〔1799~1881年〕の漢

詩「河内路上」を記している。また、左側には「余

徘徊金廟山下近五十年焉今為加西之客追想以

雖作此圏至志不至筆如何浪速御民楯彦」と、独

自の書風でこの作品に込めた思いを吐露してお

り、詩画一致の境地を示している（写真3)。
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写真3 「金剛暮雲」の本紙画讃（左） と箱書き （右）

つぎに、共箱（桐製）の外側には「金剛暮雲」、

内側には「浪速御民楯彦」の思書と白文方印の

氏名印「楯彦」（没五十年展図録印譜集姓名印

No.51、1923年以降）の落款があり、 二重箱（桐

製外箱）の蓋には「高島屋美術部」と印字され

た題篠に、「金剛癌情・個展作品」と外題が記

されている。これらの共箱や外箱、楯彦の特徴

的な書体による墨書作品名（箱書）などから、

一体の掠えであることに違和感はない。

また、これとは別に大阪高島屋美術部で開催

された菅楯彦の小品画展の目録がある（写真

4)。この目録は、和紙一枚物の印刷物(38.5cm

x 19.0cm)で、 20数点の作品名が記載されてい

る。小品画展の開催にかかる挨拶文に続き、「秋

夜談古」と題する紙本2尺2寸 （約67cm)横

の作品 1点の次に 「農村迎春」以下、紙本2尺

（約60cm)横の作品名が7点続き、「金剛暮雲」

はその6番目に掲載されている。その他、扇面

小品 1点、額面 1点、半折（縦約136cmx幅

約35cm) 6点、小品数点が記載されるが、こ

こにある「金剛慕情」が本作品に該当する可能

性がある。

さらに、「金剛慕情Jの共箱内に添えられた
本作品の白黒写真（縦10.8X横12.8cm) と、そ

の裏面の墨書（昭和十七年十一月菅楯彦先生個

人展観）．捺印（高島屋美術部）を勘案した場合、

本作品がこの目録の「金剛暮雲」と一致するも

のと判断してよいであろう（写真5)。

3. 菅楯彦1942年の画業

上記の結果に加え、菅楯彦の1942年11月の年

譜（画聖菅楯彦名作大成、没五十年展図録ほか）

を参照すると、 11月10日 （火）~15日 （日）の

6日間、大阪大丸で小品画展が開催されたこと

は知られているが、これに続いて11月27日（金）

~29日（日）の3日間、大阪高島屋美術部で菅

楯彦の小品画展が開催されたことを追加でき

る。上述した展観目録に「浪華画壇の香宿」と

あるように、この「金剛慕情Jを制作したとき、
菅楯彦は65オに達していた。

また、 1942年の年譜によれば11月の展示会に
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写真5 同封写真 （上） とその裏面 （下）

先立ち、 2月3日（火） ~8日（日）に大阪松

坂屋で開催された「大阪日本画報国会献納日本

画展」と席上揮奄、 3月19日（木） ~22日 （日）

に東京三越、同4月22日~28Bまで大阪三越で

開催された日本画家報国会主催による「日本画

家報国会主催 軍用機献納作品展覚会」に参加

している。

この時に作成された図録によると、 菅楯彦は

「社人迫（迎）春」（作品番号182) を出品して

いる（写真6)。現在、本作品は東京国立近代

美術館の所蔵であるが、この経緯は会場を提供

した三越が全作品184点を購入し、東京帝室博

物館に寄賭したことによる。

ところで、「社人迎春」と「金剛慕情」を比

較したとき、その彩色の変化に気づく。「社人

迎春」では群青・緑青をはじめ、楯彦が好んだ

高価な顔料を用いた鮮やかな着色が施されてい

るが、 「金剛慕清」では淡＜彩色されるのみで

ある。これが画讚にある楯彦の心情を反映した

本作のみの特徴である可能性について検討して

おくと、「金剛慕情」と同時に出品されたと推

定できる作品に、 小品画展目録の 5番目に記載

された「芭蕉洗足」がある。この作品は落款の

共通性や画讃の内容から、楯彦の没後10年、顕

彰建碑記念として編纂された図録にある「蕉翁

洗足」（菅楯彦名作大成No.73) と同一作品と

推定できる。同図録には白黒写真で掲載されて

いるが、同様の傾向が看取できる。

結果的に、淡彩は「金剛悪情」にのみ特有な

描画法ではないと推定できるが、この変化は何

に起因するのであろうか。

4. 太平洋戦争下の日本画壇

1942年、「大阪日本画報国会献納日本画展」

と「日本画家報国会主催軍用機献納作品展覧会」

が開催された2月~3月前後、陸軍はシンガポ

ール・ニューギニア侵攻、海軍はジャワ沖・ス

ラバヤ沖海戦などの第一段階作戦とそれに継起

する一連の作戦を発動していた。しかし、大阪

高島屋美術部で小品画展が開催された同年11月

までには、 4月18日のドーリットル隊による東

京・名古屋・神戸などの初空襲を契機と した6

月のミッドウェー海戦とその後のソロモン沖海

戦、南太平洋海戦、あるいはガダルカナル島で

の攻防戦などが続き、陸海軍とも敗色を深めつ

つあった。また、 同盟国のドイツ第6軍も水陸

交通の要衝スターリングラード（現ボルゴグラ

ード）の攻防戦において、ソ連軍の反攻（ウラ

ヌス作戦）により包囲され、第二次世界大戦も

大きく戦局の転換期を迎えた。

逼迫した戦局下、画用絹購入に切符制が適用

される事態に端を発して1942年3月、日本画製
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作資材統制協会（会長野田九浦）が発足した。

これには先立つ1940年7月、商工・農林両省か

ら「奢1多品等製造販売制限規則」（通称七・七
禁令）が公布・施行され、工芸作家は蒔絵に金

を使用できないなど大きな影響を受けていた。

施行当時は適用除外されていた日本画家も、開

戦により緑青・群青をはじめとした輸入顔料、

さらに木材統制により木枠などの入手が一段と

困難になったことが背景にある。藤田嗣治をは

じめとした戦争画にみる茶系統の色調も、絵具

の欠乏が影馨していたのであろう。

このような状況について、太平洋戦争当時を

回顧した高島屋美術部の社内座談記録にも、同

部を次第に覆う暗雲について、悲壮感が漂って

いる。 1942年には売場面積も縮小され、生産制

限や配給制度の導入から、各種資材の入手が困

難になり、新作品の制作が不如意になったこと

や、若年社員の出征も重なり、一時は閉鎖寸前

まで追い込まれたことが綴られている。

時を同じくする1942年3月、文展無鑑査や院

展・青龍社同人190名から構成される日本画家

報国会（会長野田九浦）が設立され、前述した

軍用機献納作品展をはじめ、献金・献納運動を

展開した。例えば、前述したように軍用機献納

作品展覧会の出品作品は一括して三越が買い上

げ、売上金20万円は陸海軍憧兵部（献金• 寄付に

よる軍需品の購入や戦地慰問団の派遣など兵士

に対する福利原生）へ、 10万円ずつ献金された。

なお、日本画家による献納運動としては、先

に横山大観が皇紀二千六百 （昭和15)年と、自

らの画業50年を記念し、「彩管報国」（絵華を執

って国に尽くすこと）を意図した個展がある。

大観は陸海軍を意識した「海・山十題Jの連作
20点を出展し、その売上金50万円 (2万5千円

x20点）で陸海軍に各2機計4機の軍用機（陸

軍愛国445〔大観〕号 ・446(大観〕号、海軍報

国383〔大観〕 ・384〔大観〕号）を献納した。

1940(昭和15)年5月に献納された愛国445〔大

観〕号機は97式重爆繋機と推定され、納入価格

は1機約25万円であった。第二次抵界大戦の開

戦前夜、軍需成金の出現による美術品の高騰、

特に日本画壇の活況と一部の著名作家とはい

え、作品価格の実情を物語る一例であろう。

その後、 1943年5月には発起人280余名を集

めて、 社団法人日本美術報国会（会長横山大観）
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の創立総会が開催され、第一部と して日本画（部

会長野田九浦、幹事長山口蓬春、理事安田靱彦、

通称美報）がおかれた。また、日本画資材統制

協会や美術家連盟、全日本彫刻家連盟、工芸美

術作家協会を統合し、社団法人日本美術及工芸

統制協会（会長吉野信次、理事長小玉希望、通

称美統）も設立された。

美報・美統の本部は共に東京三越内に置かれ

たが、画材は従前の配給方法から、美統に配給

を認められた作家でなければ事実上、入手でき

ない状況を生み出し、美統に所属する一部著名

作家による独占化が進んだ。両者は表裏一体の

組織として、戦時下美術の総合的統制と振興に

貢献することになった。

5. おわりに

以上のように、「金割慕情」の存在が確認さ

れたことにより、 1942(昭和17)年11月27日（金）

~29 日 （ 日）の 3 日間、大阪高島屋美術部で菅

楯彦の小品画展が開催されたことを、新たにそ

の年譜に追加することができた。あわせて、出

品作品のひとつである「金剛慕情」にみる画風

の変化から、顔料や画材の供給量や質的転換に

みる、戦時下の美術界をめぐる厳しくも、特異

な時代相の一端を垣間見ることができた。楯彦

（美術界）も1942年の流行語のひとつ、 「欲しが

りません勝つまでは」の状況に呻吟しつつ、 画

業に勤しむ姿を勢塀させる。
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